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1. 始まりは COBOL、PLI、Fortran、アセンブリ言語 
 筆者は前職で、大学の情報処理センター(当時の呼び方は情報処理センターではなかった。わかりやす
くするために情報処理センターとした)にあって汎用大型コンピュータ(汎用大型コンピュータという用
語も今では死語になった)のシステム管理の仕事に携わっていた。そこでは、業務処理システム用のプロ
グラム開発に COBOL と PL/I、教員の研究支援に Fortran、システムプログラムの開発にアセンブリ言
語といくつかのプログラミング言語に関わってきた。今では、COBOL でプログラムを記述できる人材
を探すのが難しくなったと言われているし、PL/I は絶滅し、古くからある Fortan はまだまだ生き残っ
ている。 
 
2.授業では Pascal から C へ 
福井高専の電子情報工学科の教員になり四半世紀が過ぎた。電子情報工学科の低学年が学ぶプログラ
ミング基礎をずっと担当してきた。最初は、プログラミングの言語環境は Pascal だった。当時、Pascal
は、教育用プログラミング言語環境として多くに採用されていた。やがて、プログラミング言語の環境
は、Pascal からシステム開発にも制御プログラムの開発にも使われるという C 言語に代わった。C 言
語に移ってから相当の月日が過ぎ、Pascal は目にすることさえなくなった。Pascal がどんな言語だっ
たか図１にて紹介しよう。ここでは、1 から 100 までの整数の和を求めるプログラム例を示している。
左が Pascal、右が C 言語のプログラムである。今になって両者を見比べると、プログラム構造に大き
な違いはないことがわかり、Pascal のプログラムが懐かしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 1 から 100 までの整数の和を求めるプログラム例(左：Pascal、右：C 言語) 
 
3.公開講座で子供たちに Scratch 
プログラミング基礎や OS の科目を担当するかたわら、小学生高学年向けのプログラミングの公開講
座を平成 20 年から始めた。子供たちにプログラミングの楽しさ、プログラムを作ってコンピュータを
動作させるというものづくりを知ってほしいという思いが講座を始めたきっかけである。最初は、わず
program rei(Input,Output); 
var 
 i,sum:Integer; 
begin 
 sum:=0; 
 for i:=1 to n do begin 
      sum:=sum+i; 
 end; 
 writeln('sum=',sum:5); 
end. 
#include <stdio.h> 
int main(void) 
{ 
 int i,sum; 
 sum=0; 
 for (i=1; i<=100; ++i) { 
      sum=sum+i; 
 } 
 printf("sum=%5d¥n",sum); 
 return 0; 
}
か 2 人の参加で始まったが、第 2 回からは毎回７～12 人の参加があり、好評を得てきたと思っている。
土日の 2日間で合わせて 6時間(平成 21年度の開催を除く)ほどをかけてのプログラミングの講座である
が、参加者みんなが熱心に、興味をもって取り組んでくれているのはうれしいかぎりだ。表 1 に過去 6
回の講座の参加者数、表 2 には平成 25 年度「はじめてのかんたんプログラミング」の講座内容を示す。 
 
表 1 プログラミング講座の参加者数 
開催年月日 講座名 参加者数
(人) 
H20.8.28.3 小学生のための初めてのプログラミング ２ 
H21.10.10 初めての簡単プログラミング ７ 
H22.8.21-22 同 上 １０ 
H23.9.10-11 同 上 ７ 
H24.9.1-2 同 上 ８ 
H 25.8.31-9.1 はじめてのかんたんプログラミング １２ 
 
表 2 平成 25 年度の「はじめてのかんたんプログラミング」の講座の内容 
 講座の内容 
1 日目 
(8.31) 
プログラムとは、プログラミングとは、プログラミング言語とは 
プログラミング言語 Scratch とは 
Scratch の基本操作 
簡単なアニメーションのプログラムを作る 
 ・右に左に動き回るネコのキャラクター 
 ・２つのキャラクターでアニメーション 
2 日目 
(9.1) 
繰り返しと条件判断のプログラミング 
 ・座標とは 
 ・上下左右矢印キーの操作でネコのキャラクターを動かす 
変数を使ったプログラム 
 ・変数とは 
 ・変数を使ったゲームのプログラム 
自由にプログラミング 
 オリジナルなプログラムを作ろう 
作品発表会 
 
この講座では、MIT で開発された子供向けプログラミング言語 Scratch を言語環境に用いている。
Scratch は、GUI 環境で動作するタイリング型言語で、命令の道具箱(命令パレット)にある命令のピー
スを引っ張り出し、プログラミングステージでピースをつないだり、埋め込んだりしていくことでプロ
グラムを作っていく。グラフィックスのプログラムや、アニメーション、ゲームのプログラムを作るこ
とができる。命令の道具箱から必要な命令ピースを取り出せばよいので、プログラミング言語の文法を
覚える必要はない。プログラム中に登場させるキャラクタごとにプログラムを作成できるので、複雑な
プログラムも作成できる。最近では、Web ブラウザ上で動作する Scratch も提供され、インターネット
につながるパソコン環境であればすぐに利用できる。図2に1から100までの整数の和を求めるScratch
のプログラム例を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 1 から 100 までの合計を求める Scratch のプログラム例(左：プログラム、右：実行画面) 
 
4.もっと多くの子供たちに progrun 
子供たちに公開講座でプログラミングを広めるかたわら、機会あるごとに高専を離れてプログラミン
グの体験講座に関わっている。昨年の夏には、「おもしろフェスタ」(サンドーム福井で開催)で、jig(社)
福野氏らと子供向けプログラミング体験講座を催した。この講座では、福野氏が開発した progrun と名
付けられたプログラミング環境を用いた。progrun は、子供でも無理なくプログラミングできるように
開発されたインタプリタ型の言語環境で、初歩的なグラフィックスおよびアニメーションのプログラム
が作成できる。言語環境にソフトウェアキーボードを持っているのでタブレット端末での相性がよく、
パソコンでも動作する。何よりもインタプリタ型言語なので、1 行命令を打ち込めば、それが実行され
る。progrun が何の反応も見せなければ、直前に入力した命令が誤っていることになる。子供たちには、
プログラムの誤りをたやすく見つけることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 3 progrun のプログラミング画面と実行画面 
5.プログラミングに関わる教材開発 
 プログラミングを子供たちに広め、多くの子供たちがコンピュータはプログラムで動作するというこ
とに気づいてもらい、プログラムはだれでも作れるものだということを知ってほしいという気持ちを強
く持っている。ここ近年は、卒業研究の学生とともに、子供向けプログラミング言語環境の開発、コン
ピュータの動作概念の理解やプログラミングの概念理解に役立つ学習教材作りに取り組んでいる。表 3
に関連する過去 3 年間の卒業研究テーマを紹介する。 
 
表 3 過去 3 年間の卒業研究テーマ 
年度 卒業研究テーマ 
平成 23 年度 早期プログラミング教育のためのプログラミング環境の構築 
早期プログラミング教育のためのプログラミング体験法の構築 
早期プログラミング学習における最適な言語と学習方法の研究 
同 24 年度 早期情報教育のための教材 iT-eBlocks の開発 
タッチ操作インタフェースを活かした学習環境「ゆびす(Ubith)」の試作 
ゲーム攻略型プログラミング学習教材「めいぷろ」の試作 
同 25 年度 プログラミング概念の学習教材「Icogram」の開発 
ゲーム攻略型プログラミング入門教材「Labygram」の試作 
プログラミング初学者のためのカリキュラム作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4  iT-eBlocks の概要(平成 24 年度)   図 5 Icogram の概要(平成 25 年度) 
 
6.なぜこどもたちにプログラミング 
 なぜ、子供たちにプログラミングかと問われたらなんと答えよう。いつでも答えられるように、ずっ
と考え続けている。プログラムを考え、プログラムを実行する、プログラミングの過程はコンピュータ
との対話である。コンピュータとの対話を通して、子供たちは発想を刺激され、自分で考えることを触
発されると思っている。もちろん、コンピュータはプログラムが動くことにより動作する、コンピュー
タのプログラムは人が作るものであり、誰でも作ることができるということは分かってほしい。 
また、もう少しプログラミングを学びたいという子供たちが現れたら、JavaScript のプログラミング
を広めたいと思っている。そんな日が今すぐにでもやってきてほしい。そんな日のために、C 言語のプ
ログラミング用の講義ノートを JavaScript 教材に書き換える準備作業を始めている。 
 
 
 
